
看護管理学演習Ⅲ

科目名
担当教員

(研究室番号)

否

一部

科目
目的

主要なDP

関連する
DP

到達
目標

回
授業
方法

1回 中西
対面

(講義)

２回 中西
ライブ
配信

３回 中西
ライブ
配信

４回 中西
ライブ
配信

５回 中西
ライブ
配信

６回 中西
ライブ
配信

７回 中西
ライブ
配信

８回 中西
ライブ
配信

９回 中西
ライブ
配信

10回 中西
ライブ
配信

11回 中西
ライブ
配信

12回 中西
ライブ
配信

13回 中西
ライブ
配信

14回 中西
ライブ
配信

15回 中西
対面

(演習)

2(30)
授業
形態

専門科目
選択
区分

コース
必修

演習

成績評価方法
(基準)

  特に指定しない。

看護管理学演習Ⅲ
Nursing Management
SeminarⅢ

履修
年次

1年次
後期

科目
区分

中西　貴美子（205）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

 kimiko.nakanishi@mcn.ac.jp

単位数
(時間)

科目等
履修生

遠隔授業

学習項目 学習内容
主担当
教　員

参考書等

看護管理の実践につながる知識を身につけ、多角的な視点で保健医療福祉分野の問題・課題を捉え、解決に導く方法を身につ
ける。

　課題レポート（50%）、プレゼンテーション（30%）、取り組み状況（20%）

　1.保健医療福祉の政策動向を把握し、それらが現在だけでなく今後の看護管理に与える影響を考えることができる。
　2.社会が求めるヘルスケアサービスを提供するために現状を分析する方法を学びデータ化して提示することができる。
　3.問題の明確化と解決の手法を学び、実際に活用することができる。

備考

一般的な問題解決技法を学ぶ

　医療・看護政策の動向 これまでの医療・看護政策を踏まえて今後の動向を検討し、そ
れらが看護管理に与える影響を検討する

　必要時、紹介する。

教科書

　ヘルスケアサービス 新たなヘルスケアサービスの創造や、看護事業の開発や起業に
ついて学ぶ。

受講者への
メッセージ

　主体的な取り組みを期待します。

　組織の倫理 組織における倫理的課題をその解決方法、組織的対応について
検討する

　組織のリスクマネジメント 組織の危機管理について検討する

　組織デザインと組織運営 組織運営と組織デザインの関係を確認し、経営者としての視点
をまなぶ

　医療・看護の質 医療・看護の質を管理する方法について、第三者評価の視点を
参考に検討する

　看護管理者のキャリア開発 コンピテンシーの活用やマネジメントラダーなど看護管理者の
能力開発、活用について検討する

　財務管理 財務管理の基本を学ぶ

　事例検討② 実際の臨床の現場で起こっている問題について、学んだ技法を
使って解決方法を検討する

　問題解決技法② 新しい問題解決技法を学ぶ

　事例検討① 実際の臨床の現場で起こっている問題について、学んだ技法を
使って解決方法を検討する

ﾃﾞｨﾌﾟﾛ
ﾏ・ﾎﾟﾘ

ｼｰ
（DP）

２．豊かな人間性と倫理観を身につけ、看護専門職としてリーダー的役割が担える指導力やマネジメント力を身に
つけている。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、現場の様々な課題について探究する能力を修得している。

　事例検討③まとめ 実際の臨床の現場で起こっている問題について、学んだ技法を
使って解決方法を検討する
現場での応用について、まとめる

　労務管理 人事考課や能力開発、ハラスメント対応等、具体的な労務管理
の実際について学ぶ

　経営戦略 医療施設の経営戦略について現状を知り、実際の経営戦略を検
討する

　問題解決技法①
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